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事 業 報 告 書

平成 年 月 日から13 4 1
平成 年 月 日まで14 3 31

Ⅰ 事業の概況

（１）主要な事業内容

独立行政法人航海訓練所は、商船教育機関の航海訓練を一元的に担当することを

通じて優秀な船員の確保に貢献する機関として、平成１３年４月１日に設立されま

した。

独立行政法人航海訓練所の事業内容は、以下のとおりであります。

①商船に関する学部を置く国立大学、商船に関する学科を置く国立高等専門学校、

独立行政法人海技大学校及び独立行政法人海員学校の学生及び生徒その他これら

に準ずる者として国土交通大臣が指定する者に対し、航海訓練を行うこと。

（独立行政法人航海訓練所法（平成１１年法律第２１３号 （以下 「法という ）第１０条第１号）） 、 。」

（法第１０条第２号）②航海訓練に関する研究を行うこと。

（法第１０条第３号）③前２号の業務に附帯する業務を行うこと。

（２）主たる事務所・支部の状況

主たる事務所：神奈川県横浜市中区北仲通五丁目５７番地

連 絡 調 整 室：東京都千代田区霞ヶ関二丁目１番３号

神 戸 分 室：兵庫県神戸市中央区波止場町１番１号

乗 船 事 務 室：東京都中央区勝どき五丁目８番１４号

（３）出資の状況

独立行政法人航海訓練所の設立にあたり、政府の一般会計所属財産から、現物出

資財産金５，００７，３０４，７９８円がありました。

（内訳）

所 在 地 区 分 数 量（用途） 評 価 額

土 地 ㎡ 円東京都中央区勝どき 丁目5 802 516.25 249,000,000
乗船事務室敷地番 号2

建 物 円東京都中央区勝どき 丁目5 802 198.18 396.36㎡(延 ㎡) 11,400,000
乗船事務室建物番 号2

工作物 一式 円東京都品川区東八潮 番 地3 1 353,904,798
先他

船 舶 隻（練習船） 円船籍（東京都） 5 4,393,000,000
隻（交通艇）横浜市中区北仲通 5-57 1

合 計 円5,007,304,798
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（４）職員の状況

職 員 数 平均年齢 平均勤続年数

男 子 名 歳 ヶ月 年 ヶ月441 39 9 17 7
女 子 名 歳 ヶ月 年 ヶ月7 40 3 19 8

合計又は平均 名 歳 ヶ月 年 ヶ月448 39 9 17 7
（注）職員数は、平成１４年３月３１日現在を表しています。

平均勤続年数等は、国土交通省職員在勤期間を通算しています。

Ⅱ 事業の経過及び成果

(１）組織運営の効率化の推進

平成１６年度早期に練習船隊を６隻から５隻に再編整備するため「次世代対応練

習船」の建造契約を締結し、平成１６年度の引渡予定で建造に着手するとともに、

既存練習船の訓練機材の整備を行いました。

また、より迅速かつ合理的に意志決定を行うため、組織を再編し、理事会及び教

授会等の役割分担、責任を明確にしました。

（２）人材の活用の推進

役員及び定員４７２名の職員の確保を図るとともに、大学等の教育研究機関、海

事関係行政機関等の知見を活用し組織の活性化を図るため３６名の人事交流を行い

ました。

（３）業務運営の効率化の推進

取得対象海技資格を異にする実習生等に対する訓練施設（練習船隊）の効率的な

運用を図るため、次世代対応練習船の建造に着手するとともに、既存練習船への計

画的な訓練機材の整備を行いました。

また、業務運営の効率化を図るため、施設管理業務等の外部委託を検討するとと

もに、陸上部門と船間のネットワークを整備するに際し、書類の電子化に向けた対

策を講じました。

（４）航海訓練の実施

受入実習生によって異なる、法令等による実習要件や船舶の技術革新、外航船舶

のグローバル化への対応、内航船員の即戦力化への対応等、海運業界が新人船員に

求める技術、資質等の変化に対応した訓練課程の設定を図り、これに基づき安全な

環境を維持しつつ実習生の理解度の向上及び満足度の向上に努め航海訓練を実施し

ました。

また、指導の徹底により受入実習生の修了率は９９．１％でありました。

実習生受入実績

商 船 大 学 ７５２名

商 船 高 等 専 門 学 校 ２９１名
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海 員 学 校 ４７１名

海 技 大 学 校 ２１名

開発途上国船員養成研修 ５４名

（５）研究の実施

実船による航海訓練の機会を生かした組織的かつ弾力的な研究体制を整備して、

航海訓練に関する独自研究を実施するとともに、船舶運航技術分野、環境分野及び

省エネ分野を中心に大学等の研究機関と共同研究を行いました。

研究実績

独自研究２５件（継続研究２４件 ＋ 新規研究 １件）

共同研究１６件（継続研究１３件 ＋ 新規研究 ３件）

（６）成果の普及・活用促進

国内の船員教育機関及び海事関係行政機関並びに国外の政府機関等の要請に応じ

研修員を受け入れるとともに、船員教育の専門家として職員を諸外国に派遣しまし

た。

また、海事思想普及等に資するため練習船の寄港地での船内一般公開等を行いま

した。

（研修員の受入）

１１機関 ９０名

（派遣職員）

長期専門家 ３名 短期専門家 ３名

（一般公開）

海事思想普及に関し、練習船の寄港地における一般公開

３６回 １１９，６５６名

（練習船見学会）

日本人船員の確保、育成の推進を図るため、寄港地近隣の小中学校等の生徒等に

対する見学会

１１回 ８５６名

（７）資金調達の状況

当期の資金調達については、航海訓練経費及び船舶建造費等への充当分として

次のとおり行いました。

①政府から運営費交付金として、７，４１１，７６０千円の交付を受けました。

②政府から施設等補助金として、６６７，６４３千円の交付を受けました。

（８）設備投資の状況

当期の設備投資については、海王丸の賃貸借、銀河丸代船建造工事、事務所・

各練習船等の保険、各練習船の入渠・修繕等を行いました。

その結果、当期の設備投資額は、３，０７６，１２９千円となりました。
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Ⅲ 収支及び正味財産増減の状況並びに財産の状態の推移

第 １ 期

自 平成 年 月 日区 分 13 4 1
至 平成 年 月 日14 3 31

前期繰越収支差額 ―

当 期 収 入 合 計 ８，０８０，８７１千円

当 期 支 出 合 計 ７，７８４，１０３千円

当 期 収 支 合 計 ２９６，７６８千円

次期繰越収支差額 ２５９，６７８千円

資 産 合 計 ８，０８９，２４９千円

負 債 合 計 ２，７２３，２３７千円

正 味 財 産 ５，３６６，０１２千円

Ⅳ 法人の課題

独立行政法人化の趣旨を充分踏まえ、平成１３年４月１日から平成１８年３月

３１日までの中期目標の期間に、新型練習船を含む再編・整理した船隊による効

果的配乗に基づいた航海訓練実施体制を確立し、訓練内容を社会のニーズ等に応

じて見直し、さらには研修等により職員の質の向上を図ることとします。

また、航海訓練等を効率的かつ効果的に行うことにより、我が国の海上輸送の

。安全・安定に貢献する等国土交通政策に係る任務を的確に遂行することとします

Ⅴ 事業年度の理事及び監事の氏名、法人における地位、任期及び担当

役 職 氏 名 担当職務・現職常勤・非常勤別 任期

理事長 安 本 博 通 常 勤 年2
教育部及び運航部の所掌に属する事項理 事 姉 崎 寛 常 勤 年2
事務局の所掌に属する事項理 事 小 川 吾 吉 常 勤 年2

監 事 福 田 正 明 常 勤 年2
監 事 常 川 隆 司 非常勤 年2

Ⅵ 決算期後に生じた法人の状況に関する重要な事実

該当なし。


